
Global Collaborative Research Seminar

お問い合わせ：国際共同研究実践セミナー事務局（シミック株式会社内） ncche_gcr-seminar@cmic.co.jp

2026年10月～2027年2月 金曜日 16:00～17:00 開催

全10回
シリーズ

国際共同研究は、研究成果の国際的な発信や革新的医療の創出に不可欠な取り組みとして、その重要性がま
すます高まっています。近年では、これまで主として製薬企業が担ってきた研究開発や国際展開の機能につい
ても、アカデミアが主体的に企画・推進することが期待されるようになり、研究者や研究支援人材には、研究
計画立案から契約・知財、規制対応、データ共有、研究運営に至る幅広い知識と実務能力が求められています。
本セミナーでは、国際共同研究の企画から実施、管理、成果創出までを体系的に学ぶ機会を提供し、

国際共同研究を牽引する研究者・研究支援人材の育成と、国内外の連携ネットワーク形成を目指します。

国際共同研究の企画・運営・規制・データ共有を学ぶ

国際共同研究実践セミナー
～構想から実装まで、国際共同研究を動かす知識と実践～

開催趣旨

開催概要
●開催形式：オンライン（Zoom Webinar）
●配信：ライブ配信・質疑応答あり
●録画：全回録画、オンデマンド配信（2週間）
●参加費：無料
●定員：200名まで

https://cmicgroup.zoom.us/webinar/register/
WN_yHpzn4XPReiENeAjA8uNvg#/registration

● 事前登録制・定員になり次第締切
● 1回の登録で全10回に参加可能

参加登録はこちらから

PROGRAM
16:00 Opening・講師紹介
16:05 講師による講演
16:45 質疑
16:55 Closing
17:00 配信終了

国際共同研究の企画・推進

研究デザインの構築

契約・知財・規制対応

データ共有・研究基盤整備

研究支援体制と運営ノウハウ

国際ネットワーク形成

このセミナーで学べること

●国際共同研究・国際共同試験を主導または支援する研究者・医師
●医師主導治験の企画・立案・運営に携わるARO・研究支援担当者
●製薬企業・CROでグローバル開発やアカデミア連携に従事する方
● PMDA・厚生労働省・AMED等で研究開発政策や研究支援に関わる方
●データマネジメント、生物統計、品質保証、規制対応担当者
●国際共同研究の実践知を学びたい若手研究者

対象者

https://cmicgroup.zoom.us/webinar/register/WN_yHpzn4XPReiENeAjA8uNvg#/registration
https://cmicgroup.zoom.us/webinar/register/WN_yHpzn4XPReiENeAjA8uNvg#/registration


坂東 英明先生
国立がん研究センター東病院医薬品開発推進部長
トランスレーショナルリサーチ支援室長 併任
消化管内科 医長 併任

●全日程金曜日、16時 17時の開催
●テーマ・順番・講師は変更となる場合があります

OCT
2

国際共同研究の全体像と最近の動向・規制要件
●旭孝嗣氏 シミック株式会社 副社長（臨床開発）

OCT
16

国際共同研究における研究戦略と研究デザイン
●坂東英明先生 国立がん研究センター東病院 医薬品開発推進部長
●橋本直佳先生 国立がん研究センター東病院 消化管内科 医員

OCT
30

国際共同研究における安全性情報対応、
品質管理・監査対応から見た国際共同研究の要点
●土屋幸憲氏 シミック株式会社 ファーマコヴィジランス事業本部（安全性情報）
●日原充淑氏 シミック株式会社 クオリティマネジメント本部信頼性保証部 部長

(品質管理・監査)

NOV
13

ゲノム研究・個人情報を含む国際共同研究の規制と倫理
●藤澤孝夫先生 国立がん研究センター東病院

トランスレーショナルリサーチ検体管理室 室長
●板倉陽一郎弁護士 ひかり総合法律事務所 パートナー弁護士

NOV
27

国際共同試験の運営と調整事務局機能
●未定

DEC
11

英国における国際共同臨床研究の実際と将来展望
●中村能章 先生 University of Oxford, Department of Oncology, 

Royal Society Wolfson Visiting Fellow

JAN
8

国際共同研究における契約・知財・データの整理
●未定

JAN
29

国際共同研究におけるデータ共有と標準化
●三角俊裕 先生 国立がん研究センター東病院 データサイエンス部 部長

FEB
12

アジアにおける国際共同研究の取り組み
●中村健一 先生 国立がん研究センター中央病院 国際開発部門 部門長

FEB
26

国際共同研究を行う研究者の心構え
●吉野孝之 先生 国立がん研究センター東病院 国際臨床腫瘍科 科長

開催日・講演テーマ・講師

司会・座長
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